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◆病院長より～年末のごあいさつ～◆
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ご無沙汰しております。医療センター病院長の棟方です。4月に着任し、早、半年以上が過ぎました。黄金

色に実った稲の刈り取りも終わり、雪の季節になりました。

会津医療センターでは、地域の皆様一人ひとりが、ご自分の健康に留意し、少しでも健やかな日々を過し

て頂けますよう、いくつかの行事を行ってきました。10月には福島県の御協力も頂き、「あいづ健康ふれあいフェ

スタ2017」を開催いたしました。また、がん患者さんをサポートする「リレー・フォー・ライフ」、県の健康増進事業

「がんばるぞうフェスタin会津」、小児がん患者さんをサポートしている「パンダハウス」のバザーなどを同時開催し、

多くの子供さんを含め、たくさんの地域の皆さんに医療センターにいらして頂き、すばらしい会となりました。

さて今号では、11月に開催し県内自治体病院の多数の職員の皆さんに参加して頂き、これからの地域医

療にあり方についても熱い討論が展開された「福島県自治体病院学会」開催報告に加え、出前講座の実

施状況をご紹介しようと思います。これからも職員一同心を一つにし、親しみある、信頼される「良い病院作

り」に力を合わせて参りたいと思います。平成29年を終えるにあたり、会津医療センターに対する地域の皆様

のお引き立て、ならびにご支援に心より感謝申し上げ、年末のご挨拶とさせて頂きます。

会津医療センター附属病院長 棟方 充

◆平成29年度福島県自治体病院学会 開催報告◆

本学会は福島県内の自治体病院が一堂に会し、各病院での

取り組みや症例の報告・研究成果の発表を行い、各分野の情

報交換や見識を深める場として年に一度福島県内にて開催され

るものです。

今年度は当センター附属病院長の棟方充が学会長となり、平

成29年11月11日（土）に会津若松ワシントンホテルで平成29

年度福島県自治体病院学会を開催し、およそ２８６名にご参

加いただきました。

当院からも医学部門2題、看護部門および臨床検査部門各1

題の研究発表を行い、日頃の取り組みの成果を報告しました。
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◆出前講座のお知らせ◆

4～10月で計14回、約660名の方にご参加いただきました！
たくさんのお申込みとご参加、ありがとうございます！

◆平成29年度福島県自治体病院学会◆

会津医療センターの「出前講座」では、医師やコメディカルなど各分野の第一線ではたらく専門家が、住民

のみなさんが持っている様々な興味・疑問・不安などに、出来る限りわかりやすくお答えします。

からだのことや健康のことについて、専門家と一緒に考えてみませんか？手続き等の詳細は、当センターHP

をご確認ください！（http://www.fmu.ac.jp/amc/demaekouza/demaekouza.html）

件数 開催日 講座名 申込者（敬称略） 通番 日時 講座名 申込者（敬称略）

1
4/27
（木）

ロコモに負けず、元気・長生き・運動器
喜多方市

食生活改善推進員会
8

7/5
（水）

腰痛予防について
喜多方市

社会福祉協議会

2
4/27
（木）

ストレスについて学ぶ
～ストレスの影響と解消法～

会津若松市
河東地区保健委員会

9
7/31
（月）

メタボリックシンドロームと生活習慣病
～健診前の心得～

西会津町
総務課

3
6/13
（火）

腰が曲がって困ってませんか？
会津若松市教育委員会

河東公民館
10

8/4
（金）

会津医療センターにおける
管理栄養士業務について

会津大学短期大学部

4
6/14
（水）

あなたの骨、大丈夫ですか？
～骨粗鬆症と転倒・骨折に注意！～

会津美里町
本郷公民館

11
8/22
（火）

腰痛のいろはと肩こり解消
会津美里町
公民館

5
6/15
（木）

肩こり解消
社会福祉法人心愛会
ハーモニーほんごう

12
9/20
（水）

①ロコモと骨粗鬆症
②骨粗鬆症専門ケアチームと

ほね元気外来の活動

志らぎく会
会津支部

6
6/20
（火）

誤嚥防止、高齢者の口腔ケア
（有）なごやか

看護部
13

10/13
（金）

地域社会で認知症と向き合うために
～当事者家族へのサポートの在り方～

会津坂下町
地域包括支援センター

7
6/30
（金）

糖尿病看護認定看護師 只見町 14
10/17
（火）

関節の痛みで困ってませんか？
会津若松市教育委員会

河東公民館

自治体病院を運営する各部門のそれぞれの視

点から、診療・治療の現状と課題、自治体病院の

相互連携などについて議論を深めました。

また、福島県立医科大学附属病院総合内科の

濱口杉大教授に「若手医師を引きつける地方病

院を考える」と題した特別講演を行っていただきまし

た。若手医師が集まり、育ち、定着する土台を作

ることが、地域の医療水準の向上や住民の健康

維持・啓発のためにも重要です。

これからも、各自治体病院・民間病院がより一

層協力して、地域医療の発展と医療人材の育成

に取り組んでまいりますので、からだのこと、健康のこ

とでお困りの際にはお気軽にご相談下さい！

http://www.fmu.ac.jp/amc/demaekouza/demaekouza.html

